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境マネジメントシステムの
整備｣ と ｢環境負荷物質
の管理｣ を通じてお互い
のパートナーシップによっ
て積極的に環境保全活動
を推進していきます｡

  2008 年 10 月の日本ビクター
とケンウッドの経営統合に伴い
､ JVC･ ケンウッドグループ統一
の ｢グリーン調達ガイドライン｣
を新たに制定し､ それに基づき､
環境に配慮した活動をされてい
るお取引先から､ 各国法令に準拠した環境負荷の少ない
材料 ･ 部品 ･ 製品を調達する ｢グリーン調達｣ を推進して
います｡

　　JVC･ ケンウッドグループは､ 企業活動における環境
配慮と､ 生産販売する商品そのもののライフサイクルにおけ
る環境への負荷低減に取り組むため､ 環境への負荷の少な
い部材や製品を、優先的に
購入することが重要と考えて
います。
  また REACH をはじめとす
る法規制強化など､ 世界的
な環境保全に向けた企業活
動の社会的責任および要求は益々重要な位置づけとなって
おります｡

2008年 11月　日本国内で実施した
グリーン調達ガイドライン説明会

2008年 11月、12月　アジア各国で実施したグリーン調達ガイドライン説明会の様子　　左からシンガポール、香港、マレーシア、深圳

お取引先とともに

  グリーン調達の推進　

  お取引先とのパートナーシップ

　JVC･ ケンウッドグループは､ 持続可能な経済の発展と､ 環境に配慮した商品開発を推進しており､ ｢グリーン
企業｣ としての社会的責任を果たすために､ お取引先も含めたサプライチェーン全体として環境管理体制の構築と
強化に取り組んでいます｡

　環境に配慮した ｢グリーン調達｣ を推進するためには､
お取引先とのパートナーシップは不可欠なものであり､ お
取引先を対象とした ｢グリーン調達ガイドライン説明会｣
などを通して情報共有を図っています｡
  JVC･ ケンウッドグループでは､ 環境保全を推進する企業
の指針として､ お取引先に対して環境マネジメントシステム 
ISO14001に対応した体制構築と認証取得を要望し､ ｢環


